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【 JC生活を振り返って】
卒業生 大嶽秀暢君

２０１３年に多治見青年会議所に入会させていただき、定時総会で
の小池歴代が理事⾧所信を堂々と語られる姿がかっこよく印象的で、
気がつけば走り続けて７年、停滞して３年。あっという間の１０年間
でした。
入会当初、具体的な目標はなく、参加し続ける事で、理事会で今の
自分を試してみたい、子供と真剣に向き合ってみたいと目標ができま
した。
運よく多くの役を頂き、中でも思い出深いのが委員⾧時代です。自
分の想いを伝えるも、伝わり方は十人十色。苦悩の連続でした。事業
はどれも自分一人では成しえない事ばかりで、感謝・学び・経験を与
えていただきました。
現役メンバーへ伝えたいことは、せっかく入会したのであれば、一
度は全力で取り組んでほしい。この一言につきます。必ず自己の成⾧
につながります。
活動を通じて、先輩・後輩・自分。仲間同士が互いに知恵を出しあ
い、励ましあい、助け合い、時に厳しく。苦しい時も、楽しい時も、
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【 JC生活を振り返って】
卒業生 古田水穂君

３年間ありがとうございました。社会不適合者の会員で大変お手間
をかけましたが、皆様のおかげで３年間無事に過ごすことができまし
た。
入会するとき「不安はありませんか」と聞かれたときに不安しかあ
りませんでした。再発したら即入院。知らない土地、知らない人。京
都や横浜に行くときは怖くて怖くてたまりませんでした。（で、結局
遠方に出かけるたびに過呼吸を起こすわけですが…）不安で不安で世界
がもう一度終わりそうな気がして、藁をもつかむ気持ちの時に傍にい
てくださったメンバーには感謝しかありません。
狂気の作家と言われたゴッホと同じ疾患ですが現代の医学に生かさ
れました。自宅からなるべく出てはいけないと十数年前言われた気が
しますがそれでもJＣに入会を決めたのは夢を叶えたい気持ちが再燃し
たからです。「人々が共感しあって想い合える優しい世界が作りた
い。」油絵を描いていても、子育てをしていても、デザインをしてい
ても私の想いは一貫しています。
学生時代、油絵を描いていたときは本気でアートで世界を一つにす
るつもりでした。綺麗ごとと言われても不可能だよと言われても私の
使命はそこにあって、心に体がついていかず当時諦めたわけですが
「多治見のまちをよくする」「まちの為に」活動するJＣに在籍するこ
とで夢を叶えるために少しでも前進できたかなと思っています。
一度は終わった人生もボーナスステージに突入。やっと私らしい人
生を送れるようになりました。JＣ活動、大変なこともあるかと思いま
すが陰ながら応援しています。

い、励ましあい、助け合い、時に厳しく。苦しい時も、楽しい時も、
同じ時を共有し信頼しあえる本物の仲間ができます。共感いただける
方は、新しいメンバーに想いを伝えていただけると嬉しいです。
最後に、今日までお世話になった全ての皆様に心より感謝申し上げ
ます。皆様がいて今の私があります。本当にありがとうございました。



１年間を通じて得られた成果について

総務・渉外委員会
委員⾧ 佐藤裕基

時代が求めるリーダー育成委員会
委員⾧ 水野恵介

次代を担う人財育成委員会
委員⾧ 若尾将成

今年度、当委員会では決断力と実行力を兼ね備えたリーダーを育成するために４回の
講演会を企画しました。会員意識の高揚・決断力を身につける・自己肯定感を養う・計
画力を身につけるというテーマでしたが、どの講演会もとても分かりやすく、メンバー
の意識がすぐに変わるような、とても良い内容だったと感じています。
実際にメンバーからは事業が終わるごとに「とても勉強になったから実践したいと思
う」というお言葉をいただき、事業の効果を感じることが出来ました。また各回におい
て市民をお招きしたことで、より多くの方々に学んでいただき、一般参加者にも決断力
と実行力を身につけてもらえたと思っています。
この一年間で学んだことを今後のＪＣ活動や社業に活かせてもらえると嬉しいです。

今年度、当委員会では連帯意識と帰属意識を高めることで、組織力の向上を図ること
を目標とし活動してまいりました。１月の定時総会では「規律」をテーマにし、例年以
上に厳粛な雰囲気のもと、メンバー全員の式典に望む意識を高めることで帰属意識の向
上を図ることができ、８月の親睦事業では、委員会メンバーや役職付きのメンバーが話
題の中心となり、入会年度や役職を超えた交流をすることで、親睦を深め、連帯意識の
向上を図ることが出来ました。また今年はコロナ禍で中断していた対外交流も久々に行
われ、多くのメンバーに参加していただけるようサポートすることで、改めて交流の意
義をメンバーに伝えることが出来たと思います。この一年間で培った経験をもとに、こ
れからも多治見青年会議所メンバーとともに、成⾧していければと思います。

今年度、当委員会では、次代を担う子ども達が多様な選択肢を作り出せる人財として
思考力、共感伝達力、洞察力を育むことを目標にして、１年間活動して参りました。４
月には、陶器まつりにて小学校低学年の子ども達が創意工夫することと人の話を聞き自
分のことを話す機会を提供することが出来ました。１０月の講演事業では、小学生の子
ども達が親子で参加することで外の世界や他者に関心を持ち、情報の受け取り方を学ぶ
ことで洞察力を育むことが出来ました。１１月には、地球村にて小学校高学年の子ども
達が試行錯誤することと話し合いをする機会を提供出来ました。
どの事業も目的に適った素晴らしい事業を行うことが出来たのは全メンバーのご理解
とご協力あってのことです。１年間ありがとうございました。

一般社団法人多治見青年会議所 [事務局] 〒507-0831 岐阜県多治見市新町 1-23 多治見市産業文化センター 4F 

TEL:0572-23-5229 FAX:0572-24-0227 E-mail:info@tajimijc.com

編集後記 ～2022年度を通じて～

ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄ
The Creed of Junior Chamber International
We Believe;
That faith in God gives meaning and purpose to human life;
That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;
That economic justice can best be won by free men through free
enterprise;
That government should be of laws rather than of men;
That earth’s great treasure lies in human personality;
And That service to humanity is the best work of life

ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎ
To provide development opportunities that empower
young people to create positive change.

ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎ
To be the leading global network of young active citizens

ＪＣ宣言文
日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として
輝く個性が調和する未来を描き
社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う
綱領

われわれJAYCEEは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

今年度のＪＣＮＥＷＳは例年と思考を少し変え、メンバーの皆さんにＪＣについてもっと理解を深めていただきたい
という趣旨のもと、総務・渉外委員会コラムというかたちで、ＪＣについての豆知識を掲載しました。私自身、恥ずか
しながらＪＣについて知識が浅く、このコラムの作成を通して、他のメンバーの方と一緒に色々と学ばせていただいた
１年だったのかなと思います。皆さんにとっても、この学びが今後のＪＣ活動の一助となれば幸いです。また、今年は
4ＪＣゴルフ・サッカー大会をはじめとして、コロナ禍で数年中断していた交流も久々に開催され、ＪＣＮＥＷＳに掲
載する事業報告記事の作成を、事業に参加したメンバーにお願いする機会も多くありました。事業終了後３日以内に原
稿を上げて欲しい、など一部のメンバーの方には無茶ぶりをすることもありましたが、皆さん快く引き受けてください
ました。この場をお借りし厚く御礼申し上げます。最後に、年間を通じ委員⾧の補佐役として動いていただいた谷口副
委員⾧、そして総務・渉外委員会メンバーの皆さま、１年間お付き合いいただき、ありがとうございました。


